
　反射テスト　積分　カテナリー曲線　01

1. 　曲線 y = ex + e−x

2
の 0 <= x <= 1 の部分の長さを求めよ.（ S 級 1分, A級 2分, B 級 3分, C 級 5分 ）

c⃝ 数学・算数を楽しむために（ http : //www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html ）　

http://www.enjoymath.sakura.ne.jp/index.html


2. 　実定数 aと, t > 0 に対して, 曲線 y = a
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)
の 0 <= x <= t の部分の長さを求めよ.

（ S 級 1分 30秒, A級 2分 40秒, B 級 4分, C 級 6分 ）　
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★カテナリー曲線・懸垂線 ( catenary )
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ひもや鎖の両端を持ってできる曲線である.

蜘蛛の糸や吊り橋なども該当する.

catenaryはラテン語の catena(鎖)が語源.

x = 0からの x = tまでの曲線の長さは, a
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)
形は放物線と似ていて, 頂点付近は, y = a+ x2

2a
で近似できる.
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